
































要約:健全な咀嚼機能の育成には,授乳期からの注意が重要である。そこで,井上らは,従来

の哺乳ビン乳首の内側に一種の半月弁を取り付け,噛む運動によって射乳が起こるが.吸畷

によっては乳汁が出ない測定用乳首を試作し，これを用いて母乳哺育児と哺乳ビン哺育児

との機能の比較を行った。その結果は,母乳哺育児では咀嚼筋の活発な活動を伴う哺乳パタ

ーンであること,哺乳ビン哺育児では吸引主体の哺乳パターンの多いことが最確認された.

さらに,試作乳首を継続使用した乳児群では固形食移行がきわめて順調に進み,生後 1年で

普通食に移行し良好な発育を示した。 

小椋らは,硬度と大きさの違うゼリーを数個使用すれば,各個人の実際の食事の咀嚼状況を

簡単に把握出来ることを報告した。本年度はゼリーA,C,D を使って 3才児 6才児 12 才児 15

才児の咀囎時間と回数を計測することで.子供たちの咀嚼能力の発達過程を適正に評価出

来るかを検討した.その結果,咀囎時間,回数ともに年齢の増加とともに減少し,歯列弓の発

達の機能状況をてのゼリー法によって的確に評価出来ることが解った。さらに，亀谷らは，

ゼリー法を用いて成人の咀嚼機能を測定した。測定に用いたゼリーはA～Eの5種類である。

今回は歯と顎骨の不調和である discrepancy 保有者と discrepancy の無い者の比較検討を

行った。その結果によると discreancy保有者は咀囎時間,回数とも discrepancy の無い者

より高い値を示していた。以上のことから,著者らの開発したゼリー法を使用して咀嚼機能

の測定を行えば,子供から成人までの咀嚼機能の発達状況や異常状態を正確に評価出来，保

健指導に有効であることが解った。 

伊藤らは咀嚼能力の測定法であるガム法とゼリー法を比較し,両法がよく相関することを

報告した。本年は学童と成人の咀嚼能力の高い者と低い者の顔面骨格を比較した結果,咀囎

能力の低い者では,学童で下顎下縁平面角の開大,成人で上顎骨の発育と下顎枝の幅と高さ

の発育が劣っていた。このことから日常の咀嚼様式の改善により咀嚼能力を高めることが

重要であると示唆された。 

玉置らは,咬合の不調和と側弯症を疑う姿勢との関連を調査した結果,咬合に関与している

歯の左右差が大きいほど側弯症を疑う姿勢異常の発現率が有意に高かった。また,側弯症と

判定した者について咬合との関連を調べた結果,咬合の不調和あり群の方が側弯症の発現

率が有意に高かった。 


